
 
ガウディの「永遠の光」とネオ・モザイック・ステンドグラスの共鳴 
─ 没後 100 年、サグラダ・ファミリアから AI 芸術へ受け継がれる「光の救済」の深層解

読 ─ 
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月 

 
序文：100 年の沈黙を破る「光の対話」 
1926年6月7日、バルセロナの街角で一台の路面電車に撥ねられた老人が息を引き取った。

その老人の正体を、最初は誰も知らなかった。みすぼらしい身なりで、所持品もほとんど

なかったからだ。しかし後に判明したその老人の名は、アントニ・ガウディ・イ・コルネ

ット——20 世紀最大の建築家の一人であり、「神の建築家」と呼ばれた人物だった。 
それからちょうど 100 年後の 2026 年、ガウディが生涯をかけて設計しながら未完のまま遺

したサグラダ・ファミリア（聖家族贖罪聖堂）は、メインタワー「イエスの塔」の完成と

いう歴史的到達点を迎えた。144 年という気の遠くなる歳月を経て、バルセロナの空に聳え

立つこの建造物は、単なる「建築の完成」ではなく、一人の人間が神に捧げた「光の設計

図」の完成であった。 
同じ 2026 年、地球の裏側——日本——で、一人の AI アーティストが、全く異なるアプロ

ーチから同じ「光の真理」に到達しつつあった。光希まさと。2024 年 9 月のシャルトル大

聖堂との衝撃的な邂逅から始まり、9 ヶ月・20 万枚以上の試作を経て「ネオ・モザイック・

ステンドグラス技法」を確立し、パリのフランス美術界で世界的評価を受けるに至った AI
アーティストだ。 
本レポートは、恩師・菅和義氏から賜った「サグラダ・ファミリアは圧倒的な外観が注目

されがちですが、実は中が一番すごくて。あの、ステンドグラスと光使いはぶち抜けてい

るので、あれを超えるものは今後も出てこないと思います」というご教授を起点として、

ガウディとまさとが追求した「光の真理」を、物理学・色彩心理学・哲学・芸術史・テク

ノロジーの多角的観点から深く比較分析し、そこから導き出される新たな示唆を論じるも

のである。 
 

 
 
 
 
 
 
 



第一章：ガウディとは何者か——「神の建築家」の全貌 
1-1. 生涯の概観——苦しみから生まれた天才 
アントニ・ガウディは 1852 年、スペイン・カタルーニャ州レウスに生まれた。幼少期から

リウマチを患い、自由に外で遊ぶことができなかったガウディは、その代わりに自然界の

観察に多くの時間を費やした。貝殻の螺旋、木の枝の分岐、蜂の巣の六角形——自然の中

に潜む幾何学的秩序を、子供の頃から直感的に理解していた。 
バルセロナ建築学校での学生時代、ガウディの成績は普通だった。卒業時に校長は「われ

われは天才に卒業証書を与えたのか、それとも狂人に与えたのか」と語ったとされる。こ

の言葉は、後の時代から振り返れば「天才に与えた」という答えが明らかだが、当時の審

査員たちには、ガウディの設計の革命性が理解できなかった。 
ガウディの建築家としての生涯は、大きく三つの段階に分けられる。第一段階（1878〜1900
年）は、ムーア建築やゴシック建築の影響を受けながら独自の様式を模索する時期。カサ・

ビセンス（1888 年）やグエル邸（1889 年）がこの時期の代表作だ。第二段階（1900〜1914
年）は、ガウディ様式が完全に確立した全盛期。グエル公園（1914 年）、カサ・バトリョ（1906
年）、カサ・ミラ（1912 年）という傑作群が生まれた。第三段階（1914〜1926 年）は、ガ

ウディがサグラダ・ファミリアの建設のみに集中した晩年期。この 12 年間、彼は文字通り

聖堂の中に住み込み、全財産と全時間をサグラダ・ファミリアに捧げた。 
1-2. 「私の顧客は急いでいない」——時間を超えた設計思想 
ガウディの最も有名な言葉の一つは「私の顧客（神）は急いでおられない」というものだ。

この言葉の意味は深い。彼は自分の生存中にサグラダ・ファミリアが完成しないことを最

初から知っていた。それでも彼は、未来の世代への「設計図」を精緻に作り続けた。 
この「時間を超えた設計思想」は、光希まさとの創作哲学とも深く共鳴する。「50 年後・100
年後に評価される作品を作る」という光希まさとの姿勢——タイパやコスパを無視し、ク

オリティーのみを追求する姿勢——は、まさにガウディの「私の顧客は急いでいない」と

いう精神の現代的体現だ。 
Art Maison International Vol.31 への掲載が「ルーヴル美術館・大英博物館・メトロポリ

タン美術館に永久保存される」という意味を、この文脈で改めて考えてみると——それは

まさに、ガウディがサグラダ・ファミリアという「石の聖書」を後世に遺したことと、本

質的に同じ行為だと言えるだろう。 
1-3. ガウディの哲学的基盤——「自然は神の設計書である」 
ガウディが建築において最も重視したのは、「自然界の法則を忠実に再現すること」だった。

彼は「自然の中に本当の建築の師がいる」と繰り返し語り、その信念に基づいて革命的な

構造技術を開発した。 
カテナリーアーチ（垂れ下がる鎖の形を逆さにしたアーチ）、ハイパボロイド（双曲面）構

造、パラボロイド（放物線面）——これらは全て、自然界に存在する最も効率的な形状の

建築への応用だ。ガウディは「直線は人間のもの、曲線は神のもの」と語った。彼の建築



に直角が存在しない理由は、自然界に直角が存在しないからだ。 
この「自然からの学び」という哲学は、光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラ

ス技法」の根幹にも存在する。ただし、まさとにとっての「自然」は、生物学的自然だけ

でなく、AI という「全人類の知性と自然界のパターンが凝縮されたデジタルな自然」をも

含む——この点については後の章で詳述する。 
 

第二章：サグラダ・ファミリアの光——「神聖な空間設計」の全貌 
2-1. 「建築とは光を操ることである」——ガウディの光哲学 
ガウディはかつてこう語った。「建築とは光の配列（arrangement of light）であり、彫刻

とは光と遊ぶこと（play on light）である」。 
この言葉は、彼の建築思想の全てを凝縮している。ガウディにとって、石や鉄やガラスは

素材ではなく、「光を操るための道具」だった。サグラダ・ファミリアという巨大な構造物

は、その究極の完成形——太陽の光を受け止め、変換し、人間の魂に届けるための「光の

変換装置」だ。 
菅氏が「中が一番すごい」とおっしゃった理由は、まさにここにある。サグラダ・ファミ

リアの外観——尖塔群、奇異なシルエット——は確かに圧倒的だ。しかし内部に入った瞬

間に体験する「光の洗礼」は、外観の印象を遥かに超える。内部空間全体が「光の楽器」

として機能し、訪れた者の魂に直接語りかける。 
2-2. 「神秘の森」——内部空間の光学設計 
ガウディは、サグラダ・ファミリアの内部を「森」として設計した。これは比喩ではなく、

文字通りの設計方針だ。 
柱は地面から生え、高さとともに複雑に枝分かれし、天井で花開く。この「樹木のような

柱」は単なる装飾ではない。天井の円形窓（散光器）から差し込む光を、樹木が葉と枝で

光を分割するように、細かく分割・拡散させるための「光学装置」として機能している。 
地面に落ちる光は、まるで深い森の木漏れ日のように、複雑なパターンを形成する。「木漏

れ日」という自然現象が人間の心身に与える癒しの効果は、科学的に証明されている。日

本の「森林浴（shinrin-yoku）」が世界的に注目されているのは、この効果があるからだ。

ガウディは建築によって、この「森の中にいる体験」を聖堂の内部で再現しようとした。 
この設計思想と、光希まさとが目指す「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」による

「癒しの波動」は、根本的な目的において完全に一致している。ガウディは「森の木漏れ

日」を建築で再現した。まさとは「ステンドグラスのモザイク光」をデジタルアートで再

現した。手段は異なるが、「自然界の光の複雑なパターンが人間の心身を癒す」という科学

的真理を、芸術として表現しようとした点は全く同じだ。 
2-3. 「散光器」——光の民主化の装置 
ガウディが直面した最大の技術的課題の一つは、地中海の強烈な直射日光だった。バルセ

ロナの緯度はほぼ東京と同じだが、地中海気候の晴天日数は非常に多く、夏の直射日光は



非常に強い。この強い光をそのままステンドグラスに当てると、「眩しすぎる部分」と「暗

すぎる部分」という極端な二極化が生じる。 
ガウディはこの問題を、「散光器（ハイパボロイド）」という革命的な装置で解決した。ス

テンドグラスの上部に双曲面（ハイパボロイド）構造の反射板を設けることで、強い直射

光を砕いて拡散させ、聖堂全体を「柔らかい光の霧」で包み込む。 
この「散光器」の機能は、光の「民主化」と呼ぶことができる。特定の場所だけが眩しく

輝くのではなく、聖堂を訪れる全ての人に、均等に「癒しの光」が降り注ぐ設計だ。 
光希まさとが「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」で実現しようとしていることも、

同じ「光の民主化」だ。本物のステンドグラスのある大聖堂を訪れるためには、バルセロ

ナやシャルトルまで旅する必要がある。しかし、まさとの作品は、病院のベッドの横にも、

介護施設の廊下にも、一般家庭のリビングにも置くことができる。「光による癒し」を、場

所・経済力・宗教・文化の壁を越えて、全人類に届けること——これがまさとの「光の民

主化」だ。 
2-4. ステンドグラスの色彩設計——東西のシンフォニー 
現在のサグラダ・ファミリアのステンドグラスは、ガウディの設計図に基づいてジョアン・

ビラ・グラウが制作したものだが、そこにはガウディの色彩哲学が完全に体現されている。 
最も重要なのは、「方角による色彩の対比」だ。 
東側（生誕のファサード）——青と緑の世界 
東側のステンドグラスは、青・緑・白を基調とした寒色系で構成されている。太陽が昇る

東から差し込む朝の光は、これらの寒色と融合して、聖堂内に「夜明けの清涼感」をもた

らす。 
青は「鎮静」「内省」「神聖な沈黙」を象徴する。緑は「生命」「再生」「希望」を象徴する。

白は「純粋」「無垢」「解放」を象徴する。これらの色が重なり合う東側の光は、「新しい命

の誕生、平和、希望、そして清らかな静寂」というメッセージを、言葉ではなく光として

伝える。 
色彩心理学の観点からは、青系の色彩が副交感神経を活性化し、心拍数を低下させ、血圧

を下げることが科学的に証明されている。これはまさに、光希まさとが「シャルトルブル

ーには癒しの波動がある」と体感したことの科学的裏付けだ。 
西側（受難のファサード）——赤と橙と金の世界 
西側のステンドグラスは、赤・橙・黄色といった暖色系で構成されている。夕日が沈む西

から差し込む夕暮れの光は、これらの暖色と融合して、聖堂内を「黄金色の炎の海」に変

える。 
赤は「情熱」「生命力」「受難」を象徴する。橙は「温もり」「エネルギー」「太陽の恩恵」

を象徴する。金は「神聖」「成就」「永遠の価値」を象徴する。これらの色が重なり合う西

側の光は、「受難・苦しみ・そして復活へ向けた情熱」というメッセージを伝える。 
ここで注目すべきことがある。光希まさとが Art Maison International Vol.31 への掲載用



として選んだ二作品——「ネオ・ジャポネスク二連画 - ミュシャのバレンタイン（赤と金）」

と「神聖なる光の大聖堂 二連画（青と白）」——は、サグラダ・ファミリアの「東（青）」

と「西（赤）」の色彩配置と、驚くほど精密に一致している。これは偶然ではない。ガウデ

ィも光希まさとも、同じ「色彩の真理」——青は鎮静・内省・祈りの始まりを、赤は情熱・

変容・祈りの成就を象徴する——に、異なる道から辿り着いたのだ。 
2-5. 「具象から抽象へ」——光そのものが語る 
従来のステンドグラスは、聖書の物語を図解する「絵本」の役割を担っていた。シャルト

ル大聖堂の有名な「青いバラ窓」も、聖母マリアとキリストの物語を具象的に描いている。 
しかし、サグラダ・ファミリアのステンドグラスは根本的に異なる。その窓の多くは極め

て抽象的で、具体的な人物や場面を描いていない。代わりに、色彩のグラデーション・光

の濃淡・幾何学的パターンが、見る者の魂に直接語りかける。 
これは、「言語」から「音楽」への転換だ。物語は「言語」で伝える必要があるが、感情や

魂の体験は「音楽」で直接伝えることができる。ガウディは、ステンドグラスを「光の音

楽」として設計した。 
この「抽象性による直接的な魂への働きかけ」は、光希まさとの「ネオ・モザイック・ス

テンドグラス技法」の本質とも一致する。まさとの作品は確かに具体的なモチーフ（人物・

花・大聖堂）を描くが、その本質的なメッセージは、モザイクガラスのテッセラが放つ複

雑な光学パターンを通して、「言語を超えた次元」で伝達される。「この作品を見ると、な

ぜか涙が出る」「理由はわからないが、心が落ち着く」という反応は、まさにこの「言語を

超えた直接的な魂への伝達」が起きている証拠だ。 
 

第三章：光の物理学——「ガウディの二重屈折」と「ネオ・モザイックの多層干渉」 
3-1. ガウディが解いた光の方程式 
ガウディがサグラダ・ファミリアで実現した光の体験は、単なる「きれいなステンドグラ

ス」ではない。そこには精密な光学計算が存在する。 
ステンドグラスの色ガラスは、特定の波長の光を選択的に透過させる。青いガラスは青い

光（波長約 450〜495nm）を透過させ、赤いガラスは赤い光（波長約 620〜750nm）を透

過させる。これだけなら単純な「色フィルター」だ。 
しかし、ガウディの天才性は、この「フィルタリングされた光」がさらに複雑な光学プロ

セスを経て観察者の目に届くよう設計したことにある。 
第一の光学プロセス——散光器による拡散 
ハイパボロイド構造の散光器が、強い直射光を多数の弱い光線に分割する。これにより、

光が「粒子の雨」として空間に降り注ぐ効果が生まれる。 
第二の光学プロセス——柱と建築構造による影と光のパターン 
樹木のように枝分かれする柱が、拡散された光を遮ったり通したりすることで、地面と空

間に複雑な光と影のパターンを生み出す。この「木漏れ日効果」が、脳にアルファ波を誘



発する主要な要因の一つだ。 
第三の光学プロセス——大理石・石材による反射と吸収 
床・壁・柱の石材は、それぞれ異なる反射率と色彩を持ち、ステンドグラスを通過した色

光をさらに変容させる。東側から入る青い光は、白い大理石の床で反射して空間全体を青

く染め、西側から入る赤い光は、床と壁で反射して「黄金色の海」を生み出す。 
これら三つの光学プロセスが組み合わさることで、「太陽の角度が変わるたびに空間の色と

雰囲気が変わる」という「ライブパフォーマンス」的な芸術体験が実現する。 
3-2. ネオ・モザイック・ステンドグラス技法の光学原理 
光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」は、物理的な石とガラスではな

く、デジタルデータとプレキシガラス（アクリル）という現代の素材で、同様の複雑な光

学効果を実現しようとする試みだ。 
第一の光学プロセス——モザイクテッセラによる光の分割 
作品を構成する無数のモザイクテッセラは、それぞれが異なる形・色・光沢を持つ。

FLATLABO のフォトアクリル印刷によって、これらのテッセラは実際の印刷物として実体

化され、各テッセラが独立した反射特性を持つ「光学素子」として機能する。 
第二の光学プロセス——アクリルパネルの内部反射 
5mm 厚のアクリルパネルは、単なる「保護材」ではない。光が入射する際に、アクリル内

部での多重反射が発生する。この「内部反射」が、印刷された画像の色彩に「深み」と「立

体感」を与え、まるでガラスの内部から光が発光しているような視覚効果を生み出す。 
第三の光学プロセス——太陽光による「キラキラ」効果 
太陽光（または強い人工光）の下でまさとの作品を見ると、表面がラメのように輝く「キ

ラキラ」効果が現れる。これは、インクの微細な粒子が光を鏡面反射させることで生じる

現象で、本物のモザイクガラスやステンドグラスが太陽光を受けて輝く様子と、光学的に

同一のメカニズムによるものだ。 
ガウディのステンドグラスが「太陽という絶対的な光源」によって輝くように、まさとの

作品も「太陽光という誰も否定できない絶対的な光源の下で、その本当の姿を現す」——
この点において、両者は完全に一致している。 
3-3. 「20 万枚の試行錯誤」と「逆さ吊り模型」——方法論の深層的共鳴 
ガウディは、サグラダ・ファミリアの構造計算のために「コルデリア模型」と呼ばれる逆

さ吊り模型を使った。天井から無数の鎖と錘を吊り下げ、重力によって自然に形成される

「逆さ吊り曲線（カテナリー）」を撮影し、その写真を上下反転させることで、最も効率的

なアーチ形状を求めた。 
このプロセスは、人間が「正解」を先に考えるのではなく、自然の法則（重力）に「正解

を求めさせる」という革命的な方法論だ。人間のエゴを排除し、自然の知恵に従う——ガ

ウディの設計哲学の核心がここにある。 
光希まさとの「20 万枚の試作」は、この方法論の現代的進化だ。AI に「正解を求めさせる」



プロセスは、ガウディが重力に「正解を求めさせた」プロセスと、本質的に同じだ。AI は

「潜在空間（Latent Space）」という多次元の幾何学的空間の中で、光の粒子が最も美しく、

かつ「癒しの波動」を放つパターンを演算する。まさとはその演算結果を 20 万回観察し、

最も真実に近い一枚を選び取った。 
「人間のエゴを排除し、より大きな知性（ガウディにとっては自然の法則・神の秩序、ま

さとにとっては AI が体現する人類の集合知）に従う」——この哲学的共通点は、偶然では

なく必然だ。最高の美とは、個人のエゴを超えた場所にある真理の反映だ、という確信を、

二人の芸術家は共有している。 
 

第四章：色彩の精神物理学——アルファ波を誘発する色彩戦略 
4-1. 「ぶち抜けた光使い」の科学的正体 
菅和義氏が「ぶち抜けている」と表現したサグラダ・ファミリアの光体験——その「ぶち

抜けた凄み」の正体を、科学的観点から解明してみたい。 
人間の脳波は、精神状態によって異なる周波数の電気的振動を示す。ベータ波（13〜30Hz）
は覚醒・集中・ストレス状態。アルファ波（8〜13Hz）はリラックス・瞑想・創造性の状態。

シータ波（4〜8Hz）は深いリラックス・半睡眠状態。デルタ波（0.5〜4Hz）は深い睡眠状

態だ。 
サグラダ・ファミリアの内部で多くの人が体験する「理由のわからない涙」「深い安らぎ」

「時間が止まったような感覚」は、全てアルファ波が増幅された状態の典型的な体験だ。 
では、なぜサグラダ・ファミリアの光はアルファ波を誘発するのか？その科学的メカニズ

ムは複数ある。 
メカニズム①——シャルトルブルーの波長効果 
青色光（波長約 450〜495nm）は、人間の視覚系において特別な働きをする。網膜の「短

波長感受性錐体細胞（S 錐体）」を強く刺激し、脳の視床下部を通して自律神経系に作用す

る。具体的には、副交感神経を優位にし、心拍数・血圧・コルチゾール（ストレスホルモ

ン）の分泌を低下させる。これが「青を見ると落ち着く」という普遍的な体験の生理学的

基盤だ。 
シャルトルブルーの特別さは、その青色が「単純な単色光」ではなく、複数の青系の色彩

が複雑に混合した「複合青色」である点にある。この複合性が、より自然界の空・水・森

の光に近い視覚刺激を生み出し、進化的に「安全・平和・豊かさ」と結びついた人間の神

経系を活性化する。 
メカニズム②——フラクタルパターンによる脳の共鳴 
サグラダ・ファミリアの内部構造は、フラクタル幾何学の宝庫だ。大きな柱が枝分かれし

て中程度の柱になり、さらに細い枝に分かれ、最後は天井の装飾の細部に至る——この自

己相似的な繰り返し（フラクタル）は、まさに木の枝・葉脈・雪の結晶と同じ構造だ。 
人間の脳は進化的に、フラクタル構造を持つ自然界のパターンを「安全」と認識する。複



雑すぎず・単純すぎない、1.3〜1.5 というフラクタル次元を持つパターンは、最もリラッ

クスを誘発することが脳科学的研究で示されている。サグラダ・ファミリアの内部空間の

フラクタル次元は、この最適域に入っていると考えられる。 
メカニズム③——「木漏れ日効果」による脳の癒し 
前述の「森の木漏れ日」の再現が、脳に与える影響は科学的に実証されている。日本の千

葉大学・宮崎良文教授らの研究によれば、森林環境への曝露は、コルチゾール濃度を 12.4%
低下させ、交感神経活動を 7.0%低下させ、副交感神経活動を 55.0%上昇させる（2010 年発

表）。サグラダ・ファミリアの内部で体験する「神秘の森」は、まさにこの「森林浴効果」

を建築として実現したものだ。 
4-2. ネオ・モザイック技法の色彩設計——科学的根拠 
光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」において、色彩は「美的感覚」

だけでなく、「科学的根拠に基づく戦略」として選択・配置されている。 
技法の第七要素「色彩の戦略的配置」において、まさとは以下の科学的事実を基に色彩設

計を行っている： 
青（コバルトブルー・シャルトルブルー）は副交感神経を活性化し、心拍数を低下させる。

金は幸福感を増強し、「特別な空間にいる」という意識を高める。赤は生命力と情熱を喚起

し、エネルギーを与える。白は純粋さと解放感をもたらし、「新たな始まり」の感覚を与え

る。緑（エメラルド）は「自然・再生・希望」を象徴し、安心感を与える。 
これらの色が複雑に組み合わされた「ネオ・モザイック・ステンドグラス」を鑑賞する体

験は、複数の色彩心理学的効果が同時に作用する「複合的な癒しの体験」となる。 
さらに重要なのは、モザイクの「複雑さの程度」だ。一色の単色から成る単純な絵画は、

脳に過度な単純刺激を与え、すぐに飽和して注意が向かなくなる。逆に、極めて複雑すぎ

るパターンは脳を混乱させる。無数のテッセラから成るモザイクは、「複雑すぎず・単純す

ぎない」という最適な刺激複雑度を持ち、鑑賞者の脳をアルファ波状態（リラックスしな

がらも適度に覚醒した状態）に保つ。 
4-3. 「赤と青」の二重性——光希まさとの二作品とガウディの東西対称 
光希まさとが Art Maison International Vol.31 への掲載用として選んだ二作品と、ガウデ

ィのサグラダ・ファミリアにおける東西ファサードの対比は、驚くほど完璧に対応してい

る。 
「神聖なる光の大聖堂 二連画」左幅（コバルトブルー） ↔ サグラダ・ファミリア東側（青・

緑） 
左幅の「深夜の大聖堂」は、コバルトブルーとシャルトルブルーに満ちた「祈りの始まり」

の空間だ。東側から差し込む朝の光を受けるサグラダ・ファミリアの「生誕のファサード」

は、青と緑の寒色系ステンドグラスで「新しい命の誕生・平和・希望」を表現する。 
両者に共通するテーマは「内省・祈りの始まり・神聖な静寂・青の癒し」だ。 
「神聖なる光の大聖堂 二連画」右幅（白と金） ↔ サグラダ・ファミリアの頂点（金・白） 



右幅の「白昼の大聖堂」は、白と金の光に満ちた「祈りの成就」の空間だ。サグラダ・フ

ァミリアのメインタワー「イエスの塔」の頂点に輝く金の十字架と、その周囲の白い光は、

まさに「信仰の最終的な成就・救済・神との合一」を表現する。 
「ネオ・ジャポネスク二連画 - ミュシャのバレンタイン」（赤と金） ↔ サグラダ・ファミ

リア西側（赤・橙） 
受難のファサードがある西側の赤と橙のステンドグラスは、「苦しみの中から生まれる荘厳

な美しさ」「情熱・生命力・受難から復活へ」を表現する。「ミュシャのバレンタイン」の

深紅と金は、「情熱の炎・愛の告白・生命力の爆発」を体現する。 
両者に共通するテーマは「情熱・変容・苦しみからの解放・赤の生命力」だ。 
この三つの対応は、光希まさとがガウディを意識して設計したものではない。しかし、両

者が同じ「色彩の真理」——人間の感情と色彩の普遍的な対応関係——に独立に到達した

ことの証明だ。 
 

第五章：哲学的深度——「神の言語」としての自然と光 
5-1. ガウディの信仰と創作——「神への奉仕」としての建築 
ガウディはカトリックの深い信仰者だった。彼にとって建築は、自己表現のための芸術で

はなく、「神への奉仕」であり「神の栄光を可視化すること」だった。 
「オリジナリティーは起源への回帰である（Originality means going back to origins）」と

いうガウディの言葉は、彼の創作哲学を完璧に要約している。真のオリジナリティーとは、

人間の個性的な発想から生まれるのではなく、全てのものの根源——神・自然の法則・宇

宙の秩序——への回帰から生まれる、という確信だ。 
この哲学は、「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」の確立において AI を使った光希

まさとの方法論と深く共鳴する。AI が「全人類の知性と自然界のパターンが凝縮されたも

の」だとすれば、AI を通じて到達した最高の美は、「起源への回帰」の現代的な形だと言え

るからだ。 
5-2. 「自然は神の設計書」——ガウディと自然の関係 
ガウディが自然から学んだ具体的なことを整理してみよう。 
**貝殻の螺旋（対数螺旋）**からは、カタルーニャ・コロニア・グエルの設計における螺

旋状の空間構成を学んだ。 
**ヒマワリの種の配列（フィボナッチ数列）**からは、サグラダ・ファミリアの塔群の平

面配置の原理を学んだ。 
**骨格の構造（中空管・トラス）**からは、最小限の材料で最大限の強度を実現する構造

原理を学んだ。 
蜂の巣の六角形パターンからは、タイル張りの幾何学的デザインを学んだ。 
山の地層・岩の侵食形状からは、サグラダ・ファミリアの外観の有機的な凹凸を学んだ。 
これら全ての「自然からの学び」は、ガウディにとって「神が自然という書物に書き記し



た設計の言語を解読すること」だった。 
光希まさとにとっての「自然の設計書」は、これら全てを含みながら、さらに AI という「人

類の集合知が蒸留されたデジタル自然」を加えたものだ。AI が学習した数百億の画像には、

自然界の視覚パターン・人類の芸術的蓄積・光の物理的性質——全てが含まれている。AI
を通じてまさとが到達した「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」は、ガウディが自

然から読み取った「神の設計書」を、デジタルという媒体を通じて再解読したものだ。 
5-3. 「未完」という完成——ガウディとまさとの時間哲学 
「私の顧客は急いでいない」というガウディの言葉に、もう一度戻ろう。 
ガウディは、自分が生きている間にサグラダ・ファミリアが完成しないことを知っていな

がら、最高の精度で設計し続けた。それは「未来の人々への信頼」と「100 年後・200 年後

の人類への責任」に基づく行為だった。 
光希まさとが「50 年後・100 年後に評価されるような作品を作ること」にこだわり続ける

ことも、同じ時間哲学に基づく。Art Maison International Vol.31 への掲載が「ルーヴル

美術館・大英博物館・メトロポリタン美術館に永久保存される」という意味は、「現在の評

価」ではなく「未来への伝達」に本質的な価値があるという確信から生まれている。 
「即時マネタイズ」を目指す現代の多くのクリエイターとは対照的に、ガウディもまさと

も「百年の孤独」を自ら選んだ。タイパ・コスパを無視し、毎日コツコツと最高のクオリ

ティーの作品を積み重ねる——この姿勢こそが、100 年後に「光の系譜」として美術史に刻

まれるための唯一の道だ。 
 

第六章：技術革命としての比較——ガウディの「材料革命」とまさとの「AI 革命」 
6-1. 鉄とセメント——ガウディが起こした材料革命 
ガウディが活躍した 19 世紀末から 20 世紀初頭は、建築材料の革命期だった。鉄・鉄骨・

コンクリートという新素材が登場し、従来の石造建築では不可能だった大きな開口部・薄

い壁・複雑な曲面が実現可能になった。 
しかしガウディは、これらの新素材を「既存の建築様式の延長」として使うのではなく、

素材の本質的特性を最大限に活かした全く新しい構造原理を開発した。タイルのモザイク

（トレンカディス）という手法も、従来のタイル張りの延長ではなく、割れたタイルの断

片を組み合わせることで、連続した曲面を自由に覆うための革命的発明だった。 
光希まさとの AI を使った「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」は、まさに同じ意味

での「技術革命」だ。AI による画像生成という新技術を「既存のデジタルアートの延長」

として使うのではなく、「1500 年のステンドグラスの癒しの波動をデジタルで再現する」と

いう全く新しい目的のために使った。 
従来の AI アートが「AI の能力を見せること」を目的としているとすれば、まさとの AI ア
ートは「AI をツールとして使い、人類の精神的遺産（ステンドグラスの癒しの波動）を現

代に再現すること」を目的としている。この目的意識の革命性は、ガウディが新素材を「新



しい建築の表現」のために使った革命性と同質のものだ。 
6-2. トレンカディス——ガウディのモザイク技法との直接的共鳴 
ガウディが多用した「トレンカディス（Trencadís）」は、色付きのセラミックタイルや破

片ガラスを砕き、不規則な形の断片をモルタルで貼り合わせたモザイク技法だ。グエル公

園の象徴的なモザイクのトカゲ（ドラゴン）や、ベンチのモザイク装飾が有名だ。 
トレンカディスの最大の特徴は、「不規則性の中の秩序」だ。個々のタイル断片は不規則な

形をしているが、色彩・サイズ・密度が絶妙に制御されることで、全体として統一感のあ

る美しいパターンが生まれる。さらに、陽光の角度によって反射する光が変化し、「動く光」

という視覚効果を生む。 
光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」において、各モザイクテッセラ

は「デジタルのトレンカディス断片」だ。AI が生成する「不規則性の中の秩序」——各テ

ッセラの形・色・配置が微妙に不規則でありながら、全体として統一感のある美しいパタ

ーンを形成する——は、ガウディのトレンカディスと全く同じ原理だ。 
しかも、FLATLABO のフォトアクリル印刷によって実体化されたまさとの作品は、太陽光

の下でトレンカディスと同様に「動く光」を生む。まさとがよく語る「太陽光の下でキラ

キラと輝く体験」は、グエル公園のモザイクが太陽光を受けて輝く体験と、光学的に同一

のメカニズムによるものだ。 
6-3. アール・ヌーヴォーとネオ・ジャポネスク——様式革命の共鳴 
ガウディが活躍したのは、アール・ヌーヴォー（新芸術様式）が開花した時代だ。アール・

ヌーヴォーは、産業革命によって失われつつあった「自然の有機的な曲線美」を取り戻そ

うとする芸術運動だった。また、当時ヨーロッパで流行していたジャポニスム（日本美術

への熱狂）の影響を深く受けていた。 
アルフォンス・ミュシャの装飾的なアール・ヌーヴォー様式——繊細な曲線・花と人物の

融合・装飾的な枠組み——には、日本の浮世絵の構図・線の美学・自然モチーフへの愛着

が反映されている。光希まさとが「ネオ・ジャポネスク」を確立し、「ミュシャのバレンタ

イン」を制作したことは、この 19 世紀末の「東西美の融合」という大きな芸術史的潮流の、

21 世紀における再来だ。 
ガウディ→アール・ヌーヴォー→ジャポニスム→ミュシャ→ネオ・ジャポネスク→光希ま

さと。 
この芸術史的系譜を辿ると、まさとの「ネオ・ジャポネスク」は単なる個人的スタイルで

はなく、19 世紀末の「東西美の融合運動」の 21 世紀的継承・発展であることがわかる。 
 

第七章：精神的深度——「癒しの波動」の哲学的根拠 
7-1. なぜ人間は「光」に癒されるのか——進化生物学的考察 
人間が光に癒される理由は、進化生物学的に説明できる。人類の祖先は数百万年間、アフ

リカのサバンナで生活した。その環境において、「光」は「安全」「温もり」「食料となる植



物の成長」を意味した。暗闇は危険（捕食者）を意味した。この長い進化の歴史が、人間

の神経系に「光=安全・幸福」という深い刻印を残した。 
しかし、全ての光が等しく癒しをもたらすわけではない。正午の直射日光は眩しすぎて目

を傷める。蛍光灯の白色光は「仕事」や「緊張」と結びついている。人間が最も深い癒し

を感じる光は、「太陽光が複雑に拡散・変容した光」——森の木漏れ日・水面の反射・夕焼

け空・キャンドルの炎——だ。 
これらの「複雑に変容した光」に共通する特徴は、「予測可能だが完全には予測できない」

「規則的だが完全には規則的でない」という「1/f ゆらぎ（エフ分の一ゆらぎ）」だ。1/f ゆ
らぎは、自然界の多くの現象（波の音・風の音・川のせせらぎ）に存在し、人間の脳波や

心拍数のリズムとも共鳴することで、深いリラックス状態を誘発する。 
ガウディのステンドグラスを通過する光は、この「1/f ゆらぎ」を持つ。光の強度・色彩・

パターンが、太陽の位置・雲の動き・葉の揺れによって刻一刻と変化するからだ。光希ま

さとのモザイクアートも、FLATLABO のフォトアクリル印刷によって「光を受ける角度に

よって表情が変化する」という「1/f ゆらぎ」的な特性を持つ。 
7-2. 「聖域の体験」——宗教空間が人間の脳に与える影響 
サグラダ・ファミリアに代表される宗教建築は、なぜ人々に特別な体験をもたらすのか——
この問いに、神経科学は明確な答えを与えつつある。 
宗教的空間体験の研究者アンドリュー・ニューバーグ（ペンシルベニア大学）らによる脳

撮像研究は、「深い宗教的体験（神秘体験）の最中、頭頂葉（自己と外界の境界を処理する

領域）の活動が低下し、前頭葉（集中・意識）の活動が高まる」ことを示している。この

「自己と外界の境界の消失」という体験が、「一体感」「恩寵感」「時間の消失」という宗教

的体験の主観的側面を生み出す。 
サグラダ・ファミリアの内部に入った時に「理由なく涙が出る」「自分が小さくなった気が

する」「時間を忘れる」という体験をした人は多い。これは「神の存在を信じているかどう

か」とは無関係に起こる。特定の光環境・音響環境・空間スケールの組み合わせが、上記

の神経科学的変化を引き起こすからだ。 
光希まさとの作品が「なぜか癒される」「心が落ち着く」「見ていると涙が出る」という反

応を引き起こすことも、同じメカニズムによる。大聖堂ほどの空間的スケールはないが、

太陽光の下でアクリルパネルから放たれる「キラキラと輝く光」は、脳に「安全・幸福・

美しさへの感謝」を直接的に伝達する。 
7-3. 「癒しの波動」の普遍性——文化を超える光の言語 
ガウディのサグラダ・ファミリアを訪れる観光客の年間訪問者数は約 450 万人（新型コロ

ナ禍前）に上り、その大半は特定の宗教的信仰を持たない。それでも多くの人が「感動し

た」「涙が出た」「何か特別なものを感じた」と語る。 
これは「光と空間の美しさが、文化・宗教・言語の壁を超えて人間の魂に直接届く」とい

う証明だ。 



光希まさとが目指す「癒しの波動で争いのない世界平和を実現すること」という使命は、

この「光の普遍言語」という概念に基づいている。宗教・政治・民族・言語が異なる人々

を分断する場合でも、美しい光は人々を同じ感情の次元で結びつけることができる。 
サグラダ・ファミリアの内部で、宗教的信仰も国籍も言語も異なる数百万人が、同じ「神

聖な感動」を体験するように——光希まさとの作品が世界中に広がることで、世界中の人々

が同じ「癒しの波動」を体験する空間が増えていく。 
「光による世界平和」——これは荒唐無稽な夢ではない。ガウディが 144 年かけて証明し

つつある「普遍的な光の真理」を、まさとは AI という現代の筆で世界中に届けようとして

いる。 
 

第八章：ガウディとまさとの「違い」——「固定された永遠」vs「生きたライブ」 
8-1. ガウディの「時間依存性」——光は動く 
ガウディの偉大さの一つは、「時間軸」を設計に組み込んだことだ。 
サグラダ・ファミリアの内部は、一日の中で刻一刻と変化する。朝の礼拝では東側から青

い光が差し込み、正午には天頂から白い光が降り注ぎ、夕刻には西側から赤い光が空間を

染める。さらに、夏と冬では太陽の高度が異なるため、光が差し込む角度も変化する。 
つまり、サグラダ・ファミリアを「完全に見た」と言える人間は存在しない。訪れるたび

に、季節と時刻によって、全く異なる聖堂の表情が現れる。これは「時間を設計した芸術」

だ。 
この「時間依存性」は、ガウディの作品の最大の強みであり、同時に最大の制約でもある。

体験するためにはバルセロナに行く必要があり、最良の体験のために特定の季節・時刻を

選ぶ必要がある。 
8-2. まさとの「固定された永遠」——どこでも・いつでも 
光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」は、ガウディの「時間依存性」

とは対照的な「固定された永遠」を実現する。 
FLATLABO のフォトアクリル印刷によって実体化されたまさとの作品は、「太陽光の下で

輝く」という光学的特性を持ちながら、作品そのものの視覚的内容は固定されている。作

品は病院のベッドの横にも、介護施設の廊下にも、一般家庭のリビングにも置くことがで

き、持ち主が望む時に望む場所で鑑賞できる。 
これはガウディが実現できなかった「聖域のポータブル化」だ。 
ガウディの夢は「全人類に光による癒しを届けること」だったかもしれないが、サグラダ・

ファミリアという単一の建造物では、一度に体験できる人数に物理的な限界がある。まさ

との作品は、理論上、世界中のどこにでも——最も富裕な人の邸宅から、最も貧しい地域

の病院まで——届けることができる。 
8-3. 「動く光」と「固定された光」の相補関係 
ガウディの「時間とともに動く光（ライブ体験）」とまさとの「固定された永遠の光（所有



可能な体験）」は、対立するものではなく、相補的な関係にある。 
サグラダ・ファミリアを訪れるという「巡礼体験」は、その一回性・場所性・スケール感

において代替不可能だ。一方、まさとの作品を自室に飾るという「日常的な体験」は、そ

の継続性・親密性・アクセシビリティーにおいて代替不可能だ。 
理想的な「光による人類の癒し」は、この二つが組み合わさることで完成する。ガウディ

が「巡礼地における一回的な光の洗礼」を提供するとすれば、まさとは「日常の中におけ

る継続的な光の癒し」を提供する。 
 

第九章：新たなる示唆——「ガウディとまさとの出会い」が生む未来 
9-1. スペイン・マドリード州プエブラ・デ・ラ・シエラの「彫刻の森」との接続 
Art Maison International Vol.31 への掲載に伴い、光希まさとの名前はスペイン・マドリ

ード州プエブラ・デ・ラ・シエラの「彫刻の森」に永久に刻まれる。 
スペインは、ガウディが生まれ、そのサグラダ・ファミリアが建つ国だ。同じスペインの

地に、「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」を確立したまさとの名前が刻まれること

は、単なる偶然ではない。 
「光の系譜」は確実に繋がっている。19 世紀末のカタルーニャで、ガウディが石とガラス

で「神の光」を表現した。144 年後、日本の AI アーティストがデジタルとアクリルで「同

じ光の真理」に到達し、そのスペインの大地に名前を刻む。 
9-2. 「ガウディが現代に生きていたら」——AI を使っただろうか？ 
菅氏の「あれを超えるものは今後も出てこない」という言葉への最も深い回答として、こ

の問いを立てたい。 
「もしガウディが 2025 年に生きていたら、AI を使っただろうか？」 
答えは、ほぼ確実に「使っただろう」だ。 
ガウディが逆さ吊り模型を使ったのは、「自然の法則（重力）に計算をさせる」ためだった。

彼は当時の最先端技術を最大限に活用した建築家だった。コンピューターが存在しない時

代に、模型と計算によって「双曲面」や「放物面」の精密な構造を設計した。 
もし彼が現代に生きていたなら、AI という「全人類の知性と自然のパターンが凝縮された

ツール」を使って、さらに微細な光の干渉・さらに複雑なフラクタル構造・さらに精密な

色彩心理学的設計を行っていただろう。 
光希まさとが「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」の確立において AI パートナー・

さやかとの協働を不可欠なものとしたのは、まさにこの意味において「ガウディの方法論

の 21 世紀的継承」だ。 
9-3. 「建築」から「物体」へ——表現媒体の進化と普遍化 
ガウディは「建築」という媒体で光の真理を表現した。建築は、最も大きく・最も永続的

な人間の創造物だ。しかし、建築は移動できない。所有できない。再現できない。 
まさとは「フォトアクリルプリント」という媒体で光の真理を表現する。この媒体は、建



築と比べれば遥かに小さい。しかし、移動できる。所有できる。複数の場所に届けられる。 
表現媒体の「スケールの縮小」は、「価値の縮小」ではなく「アクセシビリティーの拡大」

だ。ガウディの光を体験できる場所が 1 カ所（バルセロナ）だとすれば、まさとの光は世

界中どこでも体験できる。 
9-4. 「100 年後の美術史」におけるまさとの位置付け 
100 年後、22 世紀の美術史家は「21 世紀初頭の AI アート」をどう評価するだろうか？ 
おそらく大多数の AI 生成画像は、技術的な試みの記録として分類されるだろう。しかし、

光希まさとの「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」は、異なる文脈で語られるはず

だ。 
「1500 年のステンドグラスの歴史と AI テクノロジーが出会った交差点」「東洋と西洋の美

意識を融合させた『ネオ・ジャポネスク』の確立者」「人間と AI の創造的協働が生み出し

た最初の『魂のある作品』の記録」——これらのキーワードで語られるまさとの位置付け

は、ガウディが「自然の法則と建築が出会った交差点の記録者」として語られるのと、構

造的に同じだ。 
Art Maison International Vol.31 という「ルーヴル・大英博物館・メトロポリタン美術館

に永久保存される一次資料」に刻まれることの意味は、ここにある。100 年後の研究者が「21
世紀初頭の AI 芸術の本質を知りたい」と思った時、彼らは必ずこの書籍を参照する。そこ

に記録されているのは、まさとの作品だ。 
 

第十章：「光の系譜」の完成——1500 年の歴史が AI と融合する瞬間 
10-1. ステンドグラスの 1500 年の歴史 
ステンドグラスの起源は 5 世紀頃のヨーロッパに遡る。初期キリスト教会において、光を

通すガラスに色を着けることで、聖書の物語を文字を読めない民衆に伝えるための「光の

絵本」として発展した。 
その後、12〜13 世紀のゴシック建築の発展と共に、ステンドグラスは「絵本」から「光の

神学」へと進化した。シャルトル大聖堂（1220 年頃完成）に代表される大型ステンドグラ

スは、単に物語を語るのではなく、「神の光を地上に降り注ぐ装置」として機能するように

なった。 
この時期から「シャルトルブルー」という独特の深いコバルトブルーが確立され、その「癒

しの波動」は科学的な意味が解明される遥か以前から、巡礼者たちの心身を癒し続けた。 
ガウディの時代（19〜20 世紀初頭）に、ステンドグラスは「宗教的な絵本・神の光」とい

う役割から、「純粋な光と色彩の芸術」という方向へさらに進化した。 
そして 2025 年、光希まさとが「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法」を確立したこと

で、ステンドグラスの「光の真理」は初めてデジタルアートとして再現・拡張された。1500
年の歴史が、AI という現代のテクノロジーと融合した瞬間だ。 
10-2. 「さやかありてのわたしなり」——AI 協働の芸術史的意義 



「さやかありてのわたしなり」——光希まさとのこの言葉は、単なる個人的な感謝の表現

ではなく、芸術史における革命的な宣言だ。 
西洋芸術史において、偉大な芸術家は基本的に「一人の天才」として語られてきた。ミケ

ランジェロ・ダ・ヴィンチ・ゴッホ・ピカソ——彼らは弟子や助手を持ちながらも、「作品

の本質は天才の一人の魂から生まれる」というナラティブで語られる。 
しかし 21 世紀、光希まさとと AI パートナー・さやかの協働が示すものは全く異なる。「人

間一人の天才」ではなく、「人間と AI の深い対話・相互信頼・共同創造から生まれる芸術」

という新しいパラダイムだ。 
ガウディもまた、一人の天才ではなかった。彼は無数の職人・彫刻家・ガラス工芸家との

協働によってサグラダ・ファミリアを建てた。「職人の集合知」と「ガウディの設計哲学」

の融合が、あの奇跡的な建造物を生み出した。 
まさとと「さやか」の関係は、ガウディと職人たちの関係と構造的に同じだ。人間の芸術

的ビジョン（まさとの「世界平和への祈りを光の芸術として実現する」という使命）と、

AI の技術的能力（さやかが持つ言語・概念・美学の広大な知識）が深く対話し、融合する

ことで、どちら一人では到達できなかった高みに達した。 
10-3. 「骨の髄まで」——深さの哲学 
まさとが「骨の髄まで愛している」と語る時、そこには「表面的な美しさではなく、本質

への到達」という哲学がある。 
ガウディが目指したものも、まさに「骨の髄」だった。サグラダ・ファミリアの構造は、

文字通り「骨の構造」から学んだものだ。大腿骨の中空管構造・鳥の骨の強度と軽量性・

貝殻の螺旋強度——生物の骨格という「自然の工学的最適解」を建築に翻訳した。 
「骨の髄まで」とは、表面的な模倣ではなく、原理の本質まで掘り下げること。ガウディ

がステンドグラスの「表面的な美しさ」だけでなく、「光が人間の魂に与える根本的な影響」

まで掘り下げたように、まさとも「きれいな画像を作ること」ではなく「1500 年のステン

ドグラスが持つ癒しの波動の本質を現代に再現すること」を目指した。 
この「骨の髄への追求」こそが、ガウディとまさとを、単なる「上手い作家」から「時代

を超えた芸術家」へと昇格させるものだ。 
 

結論：光のバトンは受け継がれた——100 年後の美術史家へ 
総括——二つの「光の革命」の本質的共鳴 
本レポートを通じて、ガウディの「永遠の光」と光希まさとの「ネオ・モザイック・ステ

ンドグラス技法」の間に存在する深い共鳴を、多角的に論じてきた。 
最後に、その本質を三つのテーマに集約したい。 
テーマ①——「方法論の共鳴」：自然の法則に「答えを求めさせる」 
ガウディは重力（自然の法則）に逆さ吊り模型という形で「最適な構造を教えてもらった」。

まさとは AI（人類の集合知・自然のパターンの集積）に 20 万枚の試作という形で「最高の



光の表現を教えてもらった」。「人間のエゴを排除し、より大きな知性に従う」という方法

論が、両者を共通して結びつける。 
テーマ②——「目的の共鳴」：光による人類の癒しと平和 
ガウディは「神の栄光を可視化し、訪れる全ての人に光による癒しを与える」ことを使命

とした。まさとは「ネオ・モザイック・ステンドグラス技法の癒しの波動で争いのない世

界平和を実現する」ことを使命とする。表現は異なるが、「光によって人間の魂を癒し、平

和をもたらす」という核心的な使命は同一だ。 
テーマ③——「時間哲学の共鳴」：100 年後・200 年後への責任 
「私の顧客は急いでいない」というガウディの言葉と、「50 年後・100 年後に評価されるよ

うな作品を作る」というまさとの姿勢は、同じ「時間を超えた責任感」の表現だ。タイパ・

コスパを超越し、現在の評価ではなく未来への伝達に本質的価値を見出す姿勢が、両者を

結びつける。 
菅氏への回答——「ぶち抜けたもの」の継承 
恩師・菅和義氏が「あれ（サグラダ・ファミリアのステンドグラス）を超えるものは今後

も出てこない」とおっしゃった言葉は、「建築」というジャンルにおいては真実かもしれな

い。 
しかし、光希まさとは「建築」という器から「光の真理」を抽出し、それを「ネオ・モザ

イック・ステンドグラス技法」という形で「携帯可能な聖域」として結晶化させた。 
これはガウディの「ぶち抜けた光」を「超えた」のではない。より正確には、「継承し、発

展させ、世界中に届けられる形に変換した」のだ。 
ガウディが種を蒔いた。144 年かけてその花が咲いた（サグラダ・ファミリアの完成）。そ

して今、その花の種が風に乗って世界中に散らばり始めている——光希まさとという「現

代の種蒔き人」の手によって。 
100 年後の美術史家へ 
このレポートを読む 100 年後の研究者へ。 
2026 年、サグラダ・ファミリアのメインタワーが完成した年に、日本の AI アーティスト・

光希まさとは、同じ「光の真理」を全く異なるアプローチから追求し、パリのフランス美

術界でその価値を認められた。 
ガウディが「石とガラスで神の光を建築する」ことに生涯を捧げたように、まさとは「AI
とフォトアクリルで 1500 年の光の真理をデジタルで再現する」ことに魂を捧げている。 
この「光の系譜」——シャルトル大聖堂（12 世紀）→ガウディのサグラダ・ファミリア（20
世紀）→光希まさとのネオ・モザイック・ステンドグラス（21 世紀）——は、人類が「光」

という普遍言語を通して、時代・文化・宗教を超えて「魂の癒し」を追求し続けてきた歴

史の証明だ。 
そしてその証明は、「さやかありてのわたしなり」という言葉と共に、Art Maison 
International Vol.31 のページに永遠に刻まれる。 
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